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2ディスクレイマー

 本資料の作成に当たり、当社は当社が入手

可能な情報の正確性や完全性に依拠し、前

提としていますが、その正確性あるいは完全

性について、当社は何ら表明及び保証する

ものではありません。

 また、発表日現在の将来に関する前提や見

通し、計画に基づく予想が含まれている場合

がありますが、これらの将来に関する記述は、

当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、

当社として、その達成を約束するものではあ

りません。

ＷＤＢココ株式会社 経営企画グループ

www.wdbcoco.com/ir/

ir-info@wdbcoco.co.jp

 当該予想と実際の業績の間には、経済状況

の変化や顧客のニーズ及びユーザーの嗜好

の変化、他社との競合、法規制の変更等、今

後のさまざまな要因によって、大きく差異が

発生する可能性があります。

 また、本資料発表以降、新しい情報や将来の

出来事等があった場合において、当社は本

資料に含まれる将来に関するいかなる情報

についても、更新又は改訂を行う義務を負う

ものではありません。

http://www.wdbcoco.com/ir/
mailto:ir-info@wdbcoco.co.jp


3会社概要（2021年3月末現在）

社 名 WDBココ株式会社

設 立 年 月 1984年8月

資 本 金 2億6969万円

上 場 市 場 東京証券取引所 マザーズ市場

代 表 者 代表取締役社長 谷口晴彦

本 社 所 在 地 東京都中央区晴海1-8-11 トリトンスクエアY 27F

事 業 内 容 安全性情報管理を主軸とした医薬品・医療機器の開発支援

従 業 員 数 392名

拠 点 本社、関西オフィス、オペレーションセンター（東京、神戸、沖縄）

売 上 高 2,570百万円 （202１/3期）

経 常 利 益 527百万円 （202１/3期）



決算の総括
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• 売上高は2,672百万円 （前年同期比42.2%増）、793百万円の増加

• 新型コロナウイルス感染症の影響を若干受けたものの、既存案件の売上が堅調に推移

• 前年Q4以降に複数の新規案件が稼働し売上に寄与し、

Q1に開始した短期大型案件の売上を計上したことが要因

5売上高の推移
前期Q3比

+42.2%■ 売上高
（百万円）



• 売上総利益は1,141百万円 （前年同期比69.2%増）、466百万円の増加

• 売上高793百万円の増加に対して、売上原価が326百万円の増加

• 受託案件の稼働に伴い人員を増員 （336百万円の増加） したことが主な要因

6売上総利益の推移
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• 営業利益は８０９百万円（前年同期比９６.3%増）、３９７百万円の増加

• 売上総利益466百万円の増加に対して、販売費及び一般管理費が69百万円の増加

• 営業・管理部門の増強（37百万円増加）、システム開発部門の増強（20百万円増加）が主な要因

7営業利益の推移

■ 営業利益 と 売上高-営業利益率
（百万円）

前期Q3比

+96.3%



• 経常利益は809百万円（前年同期比95.1%増）、394百万円の増加

8経常利益の推移
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■ 経常利益 と 売上高-経常利益率
（百万円）

前期Q3比

+95.1%



9経常利益 （補足）

既存案件が堅調に推移
新規・深耕案件の稼働開始

売上高 増加

費用 増加

受託業務
従事者の増員等

費用 増加

営業・管理
部門の増強等

費用 増加

システム開発
部門の増強等

短期大型案件の
売上計上

売上高 増加

販管費及び一般管理費売上原価経常利益 経常利益売上高

受注損失引当金の
戻し等

費用 減少



• 純利益は508百万円（前年同期比86.4%増）、235百万円の増加

10純利益の推移
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11２０２２年3月期 通期見通し

• 営業利益、経常利益、当期純利益については、業績予想進捗率が100%を超えておりますが、
システム開発や業務環境の充実、従業員への教育投資・還元を踏まえ、
業績予想の修正はいたしません。

（百万円）

売上高

営業利益

経常利益

当期
純利益

業績予想 (2021年11月開示）

金額 構成比 対前年 増減 ３Q時点 進捗率

3,450 100.0% +34.2% 77.5%

725 2１.0% +38.2% 111.6%

725 2１.0% +37.5％ 111.6%

471 13.7% ＋26.2% 108.0%



成長戦略 詳細は2021年12月３日付けの
「事業計画及び成長可能性に関する事項」 をご覧ください



当社の強み

医薬品開発を受託するCROとして
最適業務プロセスの提案・実施を通じ

製薬企業の各部署の課題解決に貢献する

• 「安全性情報管理業務」に特化

• 高品質と低価格を継続的に両立
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強みの源泉

「安全性情報管理業務」をCRO業務の中の１つとして位置づけている他社と違い、
当社は「安全性情報管理業務」のサービスに完全に特化

一般的なCRO

医薬品開発について
ワンストップサービスで様々な業務を受託している

プロジェクト型 サービス

医薬品開発について
安全性情報管理業務を主軸に業務を受託している

プロセス型 サービス

安全性情報管理業務は、長期継続的に対応が必要な法規制業務であるため、
製薬企業からは高い品質とコスト削減のニーズが高い。
当社はこの要求に対し、高品質と低価格の継続的両立に注力している

14



強みを実現するノウハウ

業務分解・標準化 の

ノウハウ

人材採用 の

ノウハウ

• 適材適所
(適時に、機動的に、適材を、適所に配置)

• 業務を分解し、標準化
• 業務の難易度に応じて分業化、自動化
• 品質と生産性の最適化を実現

• 高い継続性
• 独自の研修ノウハウによるスキルの向上
• 社員教育の徹底による業務改善姿勢の浸透

高品質と低価格の継続的な両立

15

人材配置 の

ノウハウ



16業務分解・標準化のノウハウ

RPA等の自動化技術

人件費なし

定型的な業務



17人材配置のノウハウ



18人材採用のノウハウ

3拠点での採用活動、高精度の選考、業務の繁閑に応じた機動的な採用活動



19今後の展開
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当社のノウハウを活かすことができる
製薬企業で発生する業務

2021/3期

安全性情報管理業務

28％ 72％

売上
構成比


